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B 60 局所体温調節機能の蜘下作ヽ被服の温熱的快査ぐにRぼオ影響（蓬1報）

福村大数有　　松尾みどり

目的　体温調節機能が、伺らヵヽ､D理由で･局所的即応-＝しrに嬬合、遷境暴件の変化に十分､こ

適応ヽでヽさU"/ヽ!z≫)、不誘擲を感IP'ることが｀あ乱こ^ ことlざ旅服設計にｰ、蕩湊､オペヽ晋廓題

i含んで･いうと考えられる．そこでヽ今回は、ヵ.肩もかう珠|りヽリ?, 卑ぐやげるこ!等の不

快感をμ験している若魯対象と乙で、遷境気温の低下Is 対する心理的、!t理的反応乞刻来

し、被服設計上ｱ･留意i,1=ついて。検討£行り^。
方法　1. if[裸体：諏峡急降上詔の老(A)でヽヽあ2.。環境気温言30 ｔ as°c今27土a5・cおよ

び?7± 卵゜C^24土0.5°Cの2趨楸相紺星浪･ま5St 5%、気流はlOc・ /sec>/下としrて。暴翁
時間･さ、看々前芦別20分、役湘籾ばヒしH。刺定項目は、μ私羞i疎討する四り、皮

膚温、血匡、皮ﾉ馨未面湿度、葱罵感、とめり具合等ヒし　さら、舌T憚、停皇弟少量右冽

定しに。2. 着衣体ご被酸kAヵり宕～＼9・cの環噫気温におい7 快^ば･あ§ 場合の被服乙、

核験弟A あヽぶび健鼻体乙りBする被歌乖（B ）に羞用いi:斥。そし7環境気温l3i- I 'Cて相
対渫瀧、気流､よi.£同棟〉にに2）分間暴夥乙μ、廓定項目･J, E烏藻、集落療等であS．

祁果　1. 吉裸体：全身の平均皮ﾉ警^^μ、いずれの気埠IX おレリかたも舶よみられな･

局斤的I- みると、24°C におい7、肩叉､が､<r>皮Jit 温iぢ&.もゑがみられ、互の% が'価いが、

の末端卸になると匁わ羨はみられない、このことは、被験弟^が互肩匁鳶卜最も婁きi.

゛
晩
原

す2 ことと一致1る。　2．羞ふ俸･■ 被雄瀬A の肩戈冰iこお･･7弗わ兼r みられ、μ・)才が

他くり')、その兼･ま被験鳶Bよ') り

核験老g I-1ょみられない。


